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同
じ
立
場
の
仲
間
に
よ
る
支
援
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
。
近
年
、
こ

の
言
葉
を
よ
く
目
に
す
る
。

本
学
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
開
始
し
た
新
入
生
合
宿
を
は
じ
め
、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
」
が
定
着
し
、「
学

生
が
学
生
を
支
援
す
る
」「
支
援
を
受
け
た
学
生
が
支
援
す
る
側
に

転
化
し
て
い
く
」
と
い
う
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
土
壌
が
築
か
れ
て

き
た
。
新
た
な
学
生
支
援
の
在
り
方
を
模
索
す
る
中
で
も
、
こ
の

「
学
生
力
」
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
と
確
信
し
、
二
〇
〇
七
年

度
・
文
部
科
学
省
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）」
に
、「『
学
生
の
力
』
を
活
か
し

た
学
生
支
援
体
制
の
構
築
︲
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
（
正
課
教
育
）、
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
（
正
課
外
教
育
）
に
次
ぐ
『
第
三
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
』
づ
く
り
︲
」
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
最
終
年
度
を
迎
え
、
本
事
業H

osei�PSC

（
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
経
過
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

１
．
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
必
要
性

（
１
）「
法
政
大
学
学
生
生
活
実
態
調
査
」
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

本
学
に
在
籍
す
る
約
三
万
人
の
学
部
生
か
ら
一
万
人
を
無
作
為
に

抽
出
、
調
査
す
る
「
法
政
大
学
学
生
生
活
実
態
調
査
」（
学
生
支
援

Ｇ
Ｐ
申
請
時
は
二
〇
〇
三
年
度
デ
ー
タ
参
照
。
回
答
者
四
三
三
六

人
。
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
毎
年
実
施
）
に
よ
る
と
、「
学
生
生
活
上

の
悩
み
・
不
安
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
「
あ
る
」
と
の

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性

土
屋　

貴
之

（
法
政
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
）

●
事
例
●
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回
答
が
六
八
．
五
％
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
多
い
も
の
か
ら
「
進

路
・
就
職
」「
成
績
・
単
位
」「
性
格
・
能
力
」「
友
人
・
異
性
関
係
」

「
進
級
・
卒
業
」
で
、
現
代
の
学
生
が
抱
え
る
悩
み
・
不
安
が
い
か

に
多
様
で
あ
る
か
を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
職
員
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
の
は
次
の
結
果
で
あ
る
。「
誰
に
相

談
し
ま
し
た
か
？
」
へ
の
回
答
が
「
先
輩
・
友
人
」（
五
五
・
七
％
）、

「
両
親
」（
三
二
・
五
％
）
に
対
し
て
、「
教
職
員
」（
二
・
五
％
）、「
学

生
相
談
室
」（
一
・
六
％
）
と
大
き
な
開
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
だ
。
と

り
わ
け
学
生
相
談
室
に
は
精
神
科
医
師
や
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

の
専
門
家
を
配
備
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
学
生
は
悩

み
・
不
安
の
解
決
を
大
学
に
頼
ら
ず
、
友
人
を
は
じ
め
と
し
た
、
よ

り
身
近
で
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
隣
人
」
に
求
め
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
か
？
」
に
は
五
一
・
四
％
が
「
参
加
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。

以
上
か
ら
学
生
の
居
場
所
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
悩
み
や
不

安
の
解
決
の
場
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
出
す
る
こ
と
は
今
後

の
学
生
支
援
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
た
。
そ
れ

を
具
現
化
し
た
も
の
がH

osei�PSC

で
あ
る
。

（
２
）H

osei PSC

の
ね
ら
い

①
Ｐ
Ｓ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
る

支
援
を
受
け
た
学
生
が
支
援
す
る
側
に
転
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

Ｐ
Ｓ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
が
創
出
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

事
実
、
新
入
生
合
宿
な
ど
の
先
例
を
見
る
と
、
支
援
を
受
け
た
学

生
は
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
」
に
一
種
の
憧
れ
を
抱
く
よ
う
だ
。「
進
行

が
う
ま
い
」「
話
が
わ
か
り
や
す
い
」「
相
談
し
や
す
い
」「
同
世
代

の
学
生
が
大
人
に
見
え
る
」
な
ど
感
想
は
様
々
だ
が
、
一
様
に
「
先

輩
の
よ
う
に
な
っ
て
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
学
生
ス
タ
ッ
フ

に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
の
で
あ
る
。
本
事
業
に
お
い
て
も
、
こ
の
好
循

環
「
Ｐ
Ｓ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
」
の
構
築
を
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
共
通

目
的
と
し
て
設
定
し
た
。

②
第
三
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
担
う

既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
包
含
で
き
な
い
学
生
も
取
り
込
む
こ

と
が
可
能
な
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

「
ゼ
ミ
に
も
サ
ー
ク
ル
に
も
所
属
し
て
い
な
い
」「
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
馴
染
め
な
い
」「
新
た
な
活
動
の
場
を
探
し
て
い
る
」
な

ど
「
第
三
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
求
め
る
学
生
の
背
景
は
様
々
だ

が
、
い
つ
で
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ
う
、
受
入
体
制
を
整

え
て
い
る
。

③
社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
は
、
常
に
教
職
員
と
の
協
働
体
制
が
組
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
社
会
人
レ
ベ
ル
で
の

活
動
を
行
う
中
で
、
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
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な
る
。

経
済
産
業
省
は
「
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
力
」
を
「
社
会
人
基
礎
力
」
と
表

現
し
、
三
つ
の
能
力
（
前
に
踏
み
出
す
力
、
考
え
抜
く
力
、
チ
ー
ム

で
働
く
力
）
の
も
と
、
実
行
力
、
課
題
発
見
力
、
傾
聴
力
な
ど
一
二

の
能
力
要
素
を
提
唱
し
て
い
る
。
教
職
員
と
の
協
働
、
す
な
わ
ち

「
学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
も
言
え
る
本
事
業
に
携
わ
る
こ
と

で
、
実
社
会
を
体
験
し
、
力
を
つ
け
る
。

２
．「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
を
実
現
す
る
七
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
事
業
を
進
め
る
上
で
、
学
生
と
大
学
が
協
働
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
度
は
、
九
六
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

し
、
延
べ
約
一
万
人
の
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
。
そ
の
進
捗
状
況
は
、

学
生
セ
ン
タ
ー
教
職
員
、
関
連
部
局
管
理
職
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担

当
職
員
・
学
生
ス
タ
ッ
フ
代
表
者
、
外
部
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
月

一
回
の
「
Ｐ
Ｓ
Ｃ
運
営
委
員
会
」
で
、
情
報
共
有
し
、
軌
道
修
正
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

（
１
）
自
己
啓
発
領
域

①
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
が
成
長
す
る
た
め
の
支
援
策
を
検
討
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
Ｐ
Ｓ
Ｃ
運
営
委
員
会
に
お
け
る
意
見
や
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
議
論
を
参
考
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、「
ワ
ン
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
入
門
講
座
」「
コ
ー
チ
ン
グ
入
門
講
座
」
と
い
っ

た
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
す
る
上
で
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
身
に
つ

け
て
お
く
べ
き
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
た
も
の
か
ら
、「
表
現
力
を

豊
か
に
す
る
話
し
方
講
座
」「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
講
座
」「
ロ
ジ
カ
ル
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
講
座
」「
よ
し
も
と
流
「
発
想
法
」
講
座
」
な
ど
、

よ
り
細
分
化
し
た
個
別
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
ま
で
様
々
で

あ
る
。
活
動
の
中
で
必
要
と
す
る
ス
キ
ル
を
学
生
自
身
が
考
え
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
し
、
受
講
す
る
、
と
い
う
「
ス
タ
ッ
フ
研
修
」
の
役
割

も
兼
ね
て
い
る
。

②
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

H
osei�PSC

の
根
幹
を
な
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
本
事
業

で
は
七
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
称
し
て
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
と
呼
ん
で
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ア
活
動
」
に
特

化
し
て
い
る
。

主
な
取
り
組
み
に
「
新
入
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
研

修
を
受
け
た
上
級
生
が
、
入
学
し
て
間
も
な
い
新
入
生
か
ら
の
学
生

生
活
に
関
す
る
質
問
に
答
え
、
悩
み
・
不
安
の
解
消
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
ニ
ー
ズ
の
多
い
入
学
後
の
約
二
週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
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新
入
生
が
大
学
生
活
に
溶
け
込
め
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
る
。

ま
た
、「
校
歌
を
覚
え
よ
う
」
も
好
評
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の

調
査
「
法
政
大
学
校
歌
を
歌
え
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
約
七
割

（
二
〇
〇
七
年
度
デ
ー
タ
）
が
「
い
い
え
」
と
回
答
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
応
援
団
に
よ

る
力
強
い
校
歌
を
は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
研
究
会
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
風
校

歌
、
三
曲
会
に
よ
る
尺
八
演
奏
の
和
風
校
歌
な
ど
、
学
内
団
体
が
ア

レ
ン
ジ
し
て
日
替
わ
り
で
演
奏
す
る
。
学
生
が
校
歌
と
自
然
に
接
す

る
機
会
を
増
や
し
、
校
歌
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
試
み
で
あ
る
。

（
２
）
社
会
貢
献
領
域

③
障
が
い
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
学
の
障
が
い
学
生
支
援
体
制
は
、
長
年
の
検
討
課
題
で
あ
っ

た
。
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
発
足
し
た
障
が
い
学
生
支
援
室
設
置
準

備
室
（
二
〇
〇
八
年
四
月
に
「
障
が
い
学
生
支
援
室
」
開
設
）
と
と

も
に
、
障
が
い
学
生
の
講
義
保
障
、
学
生
生
活
保
障
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
確
保
、
学
生
の
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講
座
」「
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
講
座
」

「
手
話
講
座
」
の
実
施
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
の
確
保
と
い
う
講
義
保

障
に
関
わ
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
視
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め

る
目
的
で
「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
体
験
」
を
実
施
し

た
。

ま
た
、
支
援
体
制
や
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
、
聴
覚
障
が
い
学
生
と

支
援
学
生
、
支
援
室
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
『
聴

覚
障
が
い
学
生
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
た
。
製
作
作
業
は

日
頃
の
活
動
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
支
援
学
生
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｖ
Ｓ
Ｐ
）

全
学
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
目
指
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
市
ヶ
谷
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
間
の
連
携
づ
く

り
、
多
摩
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
構
想
固
め
、
と
い
う
よ

う
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
よ
る
着
手
点
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
稼
働
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
横
断
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
。

主
な
取
り
組
み
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
一
堂
に
集
め
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
す
る
「
春
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
アW

EEK

」、「
富
士
山
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
林
業
体
験
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」「
夕
張
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
っ
た
基
幹

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
九
段
・
靖
国
通
り
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
キ
ャ

ン
パ
ス
周
辺
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
っ
た
地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
る
。
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（
３
）
キ
ャ
リ
ア
支
援
領
域

⑤
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
就
職
活
動
支
援
に
際
し
て
、
学
生
の

声
と
り
わ
け
内
定
を
得
た
上
級
生
の
体
験
・
意
見
を
活
か
そ
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

三
年
生
の
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
一
〇
月
か
ら
自
身
の
卒
業
す

る
三
月
ま
で
、
研
修
を
受
け
た
学
生
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
常
駐

し
、
下
級
生
の
相
談
に
応
じ
る
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
主
な

活
動
で
あ
る
が
、
他
に
も
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」「
業
界
研
究
相

談
会
」「
自
己
分
析
ワ
ー
ク
」「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
」「
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
講
座
」「
面
接
対
策
講
座
」
な
ど

の
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

（
４
）
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
向
上
領
域

⑥
同
郷
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
「
同
郷
会
」
設
立
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
入
学
し
て
間
も
な
い
新
入
生
が
、
ま
ず
入
り
や
す
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
同
郷
会
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
中
で
先
に
上
京
し
た
先
輩

が
後
輩
を
支
援
す
る
、
同
郷
出
身
者
同
士
で
支
え
合
う
、
サ
ポ
ー
ト

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

春
に
は
「
同
郷
会
相
談
ブ
ー
ス
」
を
開
設
し
、
学
生
生
活
や
一
人

暮
ら
し
に
関
す
る
質
問
に
応
じ
る
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
上
で

必
要
な
情
報
を
掲
載
し
た
冊
子
『H

ow
�to

一
人
暮
ら
し
』
を
発
行

し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
か
ら
の
質
問
に
地
方
で
の
就
職
を
決
め
た
上
級
生
が
応
じ
る

「
Ｕ
タ
ー
ン
応
援
！
相
談
会
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
入
口
か
ら
出
口

ま
で
一
貫
し
て
地
方
出
身
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑦
課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（KYO

PRO

）

正
課
教
育
を
補
完
す
る
「
課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
企
画
・
運

営
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
一
九
九
三
年
に
開
始
し
て
以
来
、
硬
直

化
し
た
課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
正
課
外

教
育
」「
地
域
貢
献
」「
帰
属
意
識
高
揚
」
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
生
ス
タ

ッ
フ
は
ニ
ー
ズ
と
効
果
を
考
慮
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
対
外

交
渉
ま
で
も
行
う
。
ま
た
、
企
画
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
日
は
参
加

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
す
る
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
影
響
は
大
き
く
、
課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
度
は
延
べ
約

七
六
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
主
な
取
り
組
み
に
「
大
学
生
の
社
会
科

見
学
」「
大
学
生
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
教
養
講
座
」「
大
学
生

が
考
え
る
薬
物
乱
用
防
止
の
取
り
組
み
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ

る
。
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．
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
効
果

課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
に
、
本
事
業
の
効
果

に
つ
い
て
検
証
す
る
。

（
１
） 「
Ｐ
Ｓ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
」
に
よ
る
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
生
み

出
せ
た
の
か
？

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
き
め
細
か
い
対
応
が
功
を
奏
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
ご
と
に
「
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と

い
う
反
響
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
生
が
当
日
の
運
営
を
担
う
点
に
つ

い
て
、
参
加
者
か
ら
「
親
し
み
や
す
い
」「
気
軽
に
質
問
で
き
る
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
学
生
が
関
わ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
十

分
に
発
揮
で
き
た
。

新
入
生
合
宿
な
ど
の
先
例
に
続
き
、
支
援
を
受
け
た
学
生
が
支
援

す
る
側
に
転
化
し
て
い
く
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
好
循
環
が
構
築
で

き
た
と
言
え
る
。

（
２
） 「
第
三
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
？

「
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
と
触
れ
合
え
て
刺
激
に
な
る
」「
希
望
ゼ

ミ
に
落
ち
た
の
でK

Y
O

PRO

に
打
ち
込
み
た
い
」「
編
入
学
で
ゼ

ミ
や
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
な
い
。
出
遅
れ
感
を
払
拭
し
た
い
」
︲

加
入
動
機
は
様
々
だ
が
、
こ
れ
ら
を
見
て
も
「
第
三
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
採
択
か
ら
三
期
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た

が
、
卒
業
後
もK

Y
O

PRO

の
運
営
に
関
し
て
現
役
生
の
相
談
に
応

じ
て
く
れ
て
い
る
点
は
特
筆
に
値
す
る
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
真
の
サ
ポ
ー

ト
だ
と
言
え
る
。

（
３
）「
社
会
人
基
礎
力
」
は
身
に
つ
い
た
の
か
？

K
Y

O
PRO

の
活
動
は
、
身
近
な
問
題
の
発
掘
→
調
査
→
交
渉
→

実
施
→
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
繰
り
返
し
で
、
常
に
「
実
践
」
の
連
続

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
学
生
の
成
長
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
。
こ
の
四
年
間
、
大
半
の
ス
タ
ッ
フ
が
志
望
企
業
、
志
望
業
界
に

進
路
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い
た

い
。ま

た
、
担
当
職
員
に
と
っ
て
も
本
事
業
は
有
益
で
あ
る
。
学
生
の

成
長
・
発
達
を
願
い
、
支
援
策
を
自
ら
考
え
て
、
実
行
す
る
。
ま
さ

に
Ｓ
Ｄ
（
職
員
の
能
力
開
発
）
と
直
結
す
る
取
り
組
み
だ
と
言
え

る
。

４
．
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性

他
者
を
支
援
す
る
に
は
、
自
身
に
足
り
な
い
力
を
補
う
必
要
が
あ

る
。
他
者
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
自
己
成
長
に
つ
な
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が
っ
て
い
る
。
本
事
業
を
通
じ
て
支
援
す
る
側
、
支
援
さ
れ
る
側
、

双
方
に
教
育
的
効
果
が
見
ら
れ
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
発
展
性
・
可

能
性
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
に
関
わ
っ
て
大
学
生

活
が
楽
し
く
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
多
数
聞
か
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
も
成
功
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
驚
く
べ
き
は
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
か
ら
正
課
教
育
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。「
大
学
生
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
教
養
講
座
」
で
は
、
数

学
や
心
理
学
と
い
っ
た
正
課
教
育
で
行
わ
れ
て
い
る
科
目
に
つ
い

て
、
学
生
提
案
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
自
分
が
学
ぶ
専
門

分
野
を
他
学
部
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
に
活
か
し
た
い
な
ど
の
声
が
あ

り
、
今
後
正
課
教
育
に
お
い
て
も
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性
は
計

り
知
れ
な
い
。

学
生
の
可
能
性
が
無
限
で
あ
る
分
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性

も
無
限
で
あ
る
。
今
後
も
学
生
の
力
を
最
大
限
に
活
か
す
仕
組
み
を

模
索
し
な
が
ら
、
法
政
大
学
ら
し
い
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。


